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　そればかりでなく、苦難をも誇りとします。わたしたちは知っているのです、苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生むということを。

（ローマの信徒への手紙　５章３―４節）

希望とは何か

　同志社大学長の村田でございます。京都でも桜があらかた散ってしまいましたけれど、この数週間、私どもは１年のうちで最も美しいシーズンを過ごしてまいりました。そして私ど

も同志社大学にとっては、４月１日に６０００人からなる新入生をお迎えしたところであります。そして、キリスト教に関心をもつものにとっては、来るべき日曜日がイースターで

す。同志社大学にとってもキリスト教に関心をもつものにとっても、若者を教育し、真理を探究する大学という組織にとっても、「希望」という言葉が最も適当な時期ではなかろうか

と思います。先ほど朗読していただきました聖書の箇所も希望について語ったものです。

　さてそれでは、果たして希望とは何なのでありましょうか。「若者は夢と希望をもて」とか「希望を語れるようにせよ」と大人たちは説きます。しかし、若者たちにそのように説く

大人たちは、希望とは何かを知っているのでしょうか。果たして希望とは何でありましょうか。これは難しい問いであります。

　村上龍という小説家がいます。皆さんのなかにも愛読者だという方がおられると思います。彼が著した『希望の国のエクソダス』（文藝春秋　２０００年）という小説がございま

す。これは日本社会に絶望してしまった中学生たちが、この国を捨てて大量に海外にエクソダス、脱出してしまうという小説であります。つまり、旧約聖書そのものの物語です。この

小説のなかで、主人公の中学生が語る有名な言葉があります。「この国には何でもある。本当にいろいろなものがあります。だが、希望だけがない」。この国には希望だけがない、と

主人公の中学生は申します。１９９０年代に書かれた小説ですが、客観的に見ますと日本を取り巻く事態はさらに厳しくなっています。１９９０年代の日本経済はまだかなりの活力を

もっていましたが、今やＧＤＰの規模でも中国に抜かれ、長年享受してきた世界第２位の経済大国の地位を失い、早晩はインドやロシアにも抜かれて、２０３０年代に入るころには日

本の経済的地位は世界第５位程度に落ちているだろうとみられます。さらに厳しいことは、少子高齢化という事態であって、今日の新聞にもすでに人口統計上、日本の人口は４人に１

人が65歳以上の高齢者からなっており、このままで推移するなら、２１００年ごろの人口は５０００万人そこそこに減っていて、非常に厳しい深刻な少子高齢化が進行している、とあ

ります。村上龍がこの『希望の国のエクソダス』というシニカルな小説を書いたときより、この国を取り巻く客観情勢はさらに厳しくなって、希望をもつことはなかなか難しい状況に

なるのではないかという気がするのです。そして、希望とは何かという問いが依然として残るわけであります。

　もちろん、私のように学の浅い人間が、限られた時間に希望とは何かを皆さんに縷々お話することはとてもできません。そこで、碩学の議論を借りながら少しリフレーズする形でご

紹介したいと思います。ドイツ出身の心理学者でアメリカに亡命したエーリッヒ・フロムという人がいます。フロイトの弟子の一人でありました。このエーリッヒ・フロムが希望につ

いていくつかの書物を著しています。フロムの議論を借りながら、希望とは何かということについてお話をしたいと思います。

希望とは何でないのか

　「希望とは何か」ということを肯定的な形で定義するよりも、「希望とは何でないのか」という形でお話をしたいと思います。第一に、希望は欲望ではありません。金持ちになりた

いとか、異性にもてたいとか、有名になりたいというのは希望ではありません。それはむき出しの欲望です。希望は決して欲望ではありません。そして、希望は願望でもありません。

できもしないことを夢みている願望と希望は異なるのであります。そして、希望は待望ではありません。ただ単に待っているだけのものとは希望とは異なるのであります。希望は欲望

ではなく、願望ではなく、そして待望ではないのであります。このように考えると、希望というもののイメージがある程度浮かび上がってくるのではないかと思います。

　まず、希望が欲望ではないということは、希望は自分が有名になりたい、自分がリッチになりたい、自分が偉くなりたいという、自分が、自分がというものを超えたところに希望が

ある、ということです。希望にはある種の「公共性」というものがなければ成立しないと思います。自分さえよければ、同志社大学さえよくなればいいんだ、という考え方の先には決

して希望はない。この地域をよくしたい、日本の私立大学をよくしたい、日本を含むアジアをよくしたいとか、自分を超えた公共性に対する問いかけがなければ、希望というものは成

立しない。これが第１点目です。

　そして２点目は、希望は決して願望ではありませんから、同志社大学が日本一の大学になりたい、世界一の大学になりたい、水曜日にチャペル・アワーを開いたら何百人もの学生や

若者が来てくれるような同志社大学にしたい、同志社大学のすべての授業は20人くらいの少人数クラスにしたい。そして学生たちが１時間目でも遅刻せずに必ず全員出席しているよう

な、そんな大学にしたい。これらは大変結構なことだけれども、おそらく実現はしない。それは夢のような話であって願望の域を超えない。つまり、実現可能性が伴っていなければ、

できもしないことを語っているだけでは希望にはならない、ということだろうと思います。

　そして３点目は、希望は待望ではないということです。日本経済が苦しい、日本を取り巻く客観情勢は厳しい。しかし、じっと我慢して耐え忍んでいれば、いつか必ず再び春がやっ

てきて花が咲くだろう。日本の景気もいつか回復して日本社会の活力を取り戻して、我々の会社も組織も売上が上がっていくに違いない。今は厳しいけれども、じっと耐えて待ってい

よう、と他人事のように待っているだけでは希望はやってこない。希望には当事者意識が必要だということです。

同志社大学にとっての希望

　希望を構成するものは、三つの要素からなっていて、一つは公共性であり、もう一つは現実に対する感覚であり、三つ目に主体性・自主性ということだろうと思います。この三つの

要件のどれか一つでも欠ければ希望というものは成立しないのではないか。このように考えたとき、同志社大学にとっての希望とはどういうものになるのでしょうか。

　まず、公共性をもたなければなりません。同志社が一番になればいいんだ、同志社の受験生さえ増えればいいんだ、同志社の収益さえ上がればいいんだ、同志社の留学生さえ増えれ

ば、それでいいんだ、と同志社のことだけ考えていては希望は生まれないでしょう。そのことによって日本の社会をこのように変えていきたい、日本の私立学校はこうあるべきだ、キ

リスト教主義の学校はこのようにあるべきだ、という同志社の利益を超えた公共性を追求しなければ、同志社大学に希望が訪れることはないと思います。

　それから２点目に、現実性がなければなりません。２万８０００人からなる同志社大学、１０００人の教職員が働く同志社大学、年間４００億円ほどの予算でこの大学は運営されて

います。同志社大学には多くの可能性があるが、同時に限られたリソースでこの組織は運営されているわけであって、その現実を前提にした議論でなければ、それは夢物語になってし

まう。現実に対するしたたかな計算、戦略がなければ希望を語ることはできないでしょう。

　そして３点目に、２万８０００人の同志社大学の学生一人ひとり、１０００人の教職員、それ以外に同志社大学に連なる多くの人たち、卒業された校友、父母の方々、あるいは学校

法人同志社内の他の学校で働き、学ぶ方々、同志社大学に直接・間接につながる多くの方々が、自分たちが同志社の一員である、構成要員であるという主体性をもたなければ、同志社

大学が希望というものをもつことはできないだろうと思うわけであります。そういう公共性と現実性、当事者意識をもって同志社大学の希望を一人ひとりが考え、語っていかなければ

ならないと思います。

　そして、もう一つ希望について大事だと思うことですが、「潜水服は蝶の夢を見る」という映画が10年ほど前にありました。社会的に大変成功している雑誌の編集者が突然病気で全

身麻痺になり、意識はしっかりしているが、身体の動きをすべて失ってしまって、瞬きしかできない寝たきりの状況に陥るという、実話に基づいた映画です。この主人公は希望の対

極、絶望に陥ってしまうのですが、そのなかでやがて希望を見いだします。彼にできることは瞬きだけであります。彼は瞬きで伝記を書き始めます。１回のウィンクはａ、２回はｂ、

３回はｃと、そのようにしてアルファベットを一字ずつ表現しながら、同伴者を得て、長い長い伝記を記していく。そのなかに自分の生きている意味を見いだし、希望を見いだしてい

くという実話に基づいた映画でした。この映画のなかに、大変印象的なセリフがありました。彼は寝たきりでいて話すこともできないが、しかし「孤独ではない」と瞬きを通じて語り

ます。「なぜならば人間には記憶がある。そして人間には想像力がある。人間が記憶をもち、想像力をもっている限り、記憶を通じて人間は過去とつながっていることができる、想像

力を通じて未来とつながっていることができる。今、自分がどんな状況になっても自分は過去と未来につながっているから孤独ではない」と主人公は語るのです。希望をしっかりとも

っていく、しかも客観的に難しい情勢のなかで希望をしっかりもっていくためにも、「記憶」とそして「想像力」が不可欠であろうと思います。

創立１５０年にむけて

　今年、同志社の創立者・新島襄が命懸けで函館から海を渡って１５０年を迎えようとしています。やがて来るべき２０２５年には同志社は創立１５０年を迎えます。今年で同志社は

創立１３９年目です。日本の数ある私立大学のなかでも最も長い歴史をもつ大学の一つであります。つまり、我々には多くの記憶が蓄積されているのであります。昨年ＮＨＫの「八重

の桜」で創立期の同志社が描かれて、多くの人びとが知るところになりました。しかし、必ずしも１３９年の同志社の歴史はすばらしいことだけではなかった。多くの挫折もあり、失

敗も重ねています。同志社の過去における多くの成功と多くの人たちの努力と、そして失敗と挫折、その過去をしっかりと記憶していくことが、我々が同志社人として希望をもってい

く上で大事なことではなかろうかと思います。そして、創立１５０年の２０２５年、新島襄は大学は２００年経たないと大計は形をなさないと言ったとされますが、同志社が創立２０

０年を迎えたとき、この京都の地にあってどんな大学であるべきなのか、記憶と想像力の両方をもたなければ厳しい環境のなかで、公共性と現実的な感覚と主体性をもたなければ、希

望を維持し続けていくことは難しいのではないかと思います。そういう意味で、我々は大いに同志社の歴史、過去を振り返りながら、節目、節目の同志社がどうあるべきかを考えてい



きたいと思います。

　今申しあげたように、２０２５年には同志社は創立１５０年を迎えます。私は学長として、同志社大学が２０２５年にどうあるべきか、そのときに同志社大学のグローバル化はどの

ように進展していくべきなのか、同志社の研究の体制がどのように整っているべきなのか、同志社大学にとってキリスト教や良心教育がどのような形で結びついているのか、さまざま

な観点から「同志社大学ビジョン２０２５」を、学内外の多くの方々のご意見をいただきながら、ぜひ、とりまとめたいと考えているところでございます。当面は２０２５年の創立１

５０年に向けて、あと11年、一歩一歩、希望をもって進んでいけるように、まずは公共性をもつ。自分の身の回りのこと、自分の大学のこと、自分の家庭のことを超えて社会や文化に

ついて考える広い視点をもつ。同時に客観的な情勢、我々がもっているリソースや問題点をしたたかに分析する現実的な関心、我々一人ひとりが同志社につながっている枝だという主

体性をもちながら、「同志社大学の希望」について考えていかなければならないと思っています。

　そのように同志社大学の希望を考え、語っていく上で何よりも大切なことは、このキャンパスのなかで祈りがあるということだろうと思います。入学式にも、新入生の方々にいくつ

かお願いをしたことの最後に、「ぜひ折りに触れて祈ってほしい」と申しあげました。それはキリスト教の祈りでなくても構わない。あるいは言葉にならなくても構わない。しかし、

どんなに優れた科学者でも、どんなに優秀なスポーツ選手でも、最後には祈るのであります。人は祈るのです。人だけが祈る生き物であって、祈るということは我々が人であることの

証明でもあろうと思います。同志社大学からどれだけ多くの司法試験の合格者を出しても、どれだけ多くの公認会計士の合格者を出しても、どれだけ多くの国家試験の合格者を出して

も、同志社大学からノーベル賞を取るような学者が生まれ、同志社大学に多くの留学生がやってきても、このキャンパスから祈りがなくなれば、同志社は同志社でなくなってしまうで

しょう。このキャンパスのなかで声にならなくても、形にならなくても、それぞれの人が自分の持ち場で祈りを続ける。そのなかで公共性と現実的な感覚と主体性をもちながら希望が

語られる、そういう同志社でありたいと思います。

２０１４年４月１６日　今出川水曜チャペル・アワー「奨励」記録


